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（仮称）福島北風力発電事業に係る環境影響評価準備書について
本事業は、福島市及び桑折町の約 353ha を対象事業実施区域として、ロ ー タ ー 直径約

116m、全高約 147m の風力発電機を 11 基設置し、出力が最大で 46,200kW の風力発電所
を整備する計画であり、対象事業実施区域は大部分が半田山鳥獣保護区内に位置し、北
方には萬歳楽山、東方には半田山が位置する。

以上を踏まえ、本事業による環境影響を回避又は十分に低減するため、事業者は次の
事項に対応すること。

1 総括的事項
(1) 資源エネルギー庁「事業計画策定ガイドライン」 (2022 年 4 月改訂）等を踏ま

え、自治体及び事業実施想定区域周辺の住民等に対し、事業による環境への影署に
ついて丁寧かつ十分な説明に努めること。

また、環境影響評価書（以下「評価書」という。）で示される事業計画は、住民
との協議の結果を踏まえたものとすること。

(2)当事業との累積的な環境影響が懸念される他の風力発電事業等について、公開情
報の収集や当該事業者との情報交換等に努め、累積的な環境影響について 適切な評
価を行うこと。また、その結果を踏まえ、事業実施までに対象事業実施区域の縮小
や風力発電機の基数の削減、配置を検討すること。

(3) 最新の知見や環境対策を用いて事業を行い、工事中又は供用中に、評価書作成段
階で予測し得ない環境への影響が生じた場合は、適切な環境保全措置を講じること。

2 個別的事項
(1) 水環境について

ア 摺上川流域の健全な水環境（涵養・流水・水質保全など）に影蓉を及ぼさない
ように施工し、事業による影孵の有無を事後調査等により把握するとともに、影
響が確認された場合には 適切に対応すること。

イ 工事及び施設の供用に伴い下流への雨水流出量が増加することで、摺上川流域
及び対象事業実施区城周辺に影響を及ぼすのを避けるため、調整池、沈砂池等を
設置し、 適正な維持管理を行い災害防止に努めること。

(2) 地形及び地質について
対象事業実施区域に砂防指定地に指定された土地が含まれていることを踏まえ、

事業に伴う風力発電機の設置及び形質変更について、関係する行政機 関の指導を受
け、 対象事業実施区域下流への影堀を避けること。

また、風力発電機は強固な地盤上に設置すること。
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